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内　　容

• ＷＧの取り組み背景と研究計画

• 成果と今後の課題（活用方法）
–ＣＡＬＳ標準（SGML/XML他）　　　
　　　の技術調査及び研究

–文書の蓄積方法の調査と研究



ＷＧの取り組み背景(1/4)

STEPの一
部国際標準
化

国際標準
等に基づく
電子データ
の基準化
                                                                        

電子データ
標準化 に
関する研究
                            

全ての公共
事項執行に
係る申請・
届出のオン
ライン化
                                                                                                                    

電子媒体
又は電子メ
ールによる
申請・届出                                                

電子媒体
又は電子メ
ールによる
申請・届出              

標準化

届け出・申
請書

２００２～
　　　２００４

１９９９～
　　　２００１

１９９６～
　　　１９９８

フェーズ３フェーズ２フェーズ１

STEPの一
部国際標準
化

国際標準
等に基づく
電子データ
の基準化
                                                                        

電子データ
標準化 に
関する研究
                            

全ての公共
事項執行に
係る申請・
届出のオン
ライン化
                                                                                                                    

電子媒体
又は電子メ
ールによる
申請・届出                                                

電子媒体
又は電子メ
ールによる
申請・届出              

標準化

届け出・申
請書

２００２～
　　　２００４

１９９９～
　　　２００１

１９９６～
　　　１９９８

フェーズ３フェーズ２フェーズ１

文書の電子化

　　業務の流れの研究
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　　業務の流れの研究　　業務の流れの研究

ＣＡＬＳ標準

ＳＧＭＬ/XMLの研究

ＣＡＬＳ標準ＣＡＬＳ標準

ＳＧＭＬＳＧＭＬ//XMLXMLの研究の研究

建設ＣＡＬＳ/ＥＣのアクションプログラムに対応して建設ＣＡＬＳ/ＥＣのアクションプログラムに対応して



ＷＧの取り組み背景(2/4)

• 届出・申請

–文書の標準化と官民、民民とのやり
取り方法を決める必要。

• 標準化
–ＣＡＬＳ標準を取り入れて、官民双方の
文書の標準（例えばSGML/XMLなど）
決める必要。

建設ＣＡＬＳ/ＥＣのアクションプログラムに対応して建設ＣＡＬＳ/ＥＣのアクションプログラムに対応して



建設構造物建設構造物

リフト設置届

確認申請

88計画届

安全教育実施記録

購買、請求伝票

関係官庁関係官庁

ＷＧの取り組み背景(3/4)

集中購買依頼書

建築台帳

工事報告書

作業打合せ記録

工程表施工図

施工計画書

支店

原価集計表

ISO9000書類

ISO14000書類

本社

受注者受注者

紙によるやり取りが多い

業務が煩雑で効率的でない

契約書

打合せ議事録

工事着工届

工事写真 工程表

施工計画書

発注者発注者

建設工事における書類業務の簡素化を目指して建設工事における書類業務の簡素化を目指して



ＷＧの取り組み背景(4/4)

• 電子化と標準化は官民、民民双方の共通
した取り決めで行わなければ意味がありま
せん。

• 提出側受領側、双方のメリットを考える。
– 提出側：

• 書類を作成する業務を、効率的に行 いたい。

– 受領側：
• 利用に適した形式で、書類を来れば、効率的に業
務が進む。

• 双方が納得できる様に取り決めをまとめて
いきたい。

建設工事における書類業務の簡素化を目指して建設工事における書類業務の簡素化を目指して



文書の電子化について

• 何を電子化するのか？電子化の目的を明確に
すること。
–印刷や見るだけの為の単なるワープロデー
タでは交換には不向き。

–内容を正しく伝えるための電子化が必要。
•専用の電子媒体での提出書類(例：

CORINS)
–承認手続きの電子化

•グループウェアによる一元管理



文書の電子化について
• 目的ごとに最適な手法を選択する

–各手法の得意分野を見極めること

• ＣＡＬＳ標準技術であるＳＧＭＬ
– ＳＧＭＬ，ＸＭＬ関連ツール
– 標準ＤＴＤ

• 文書交換・蓄積方法の調査
– ワープロ，電子メール等
– グループウェア
– 文書管理システム
– データベース

文書の電子化の文書の電子化の
前に標準化がある。前に標準化がある。



文書の標準化について

文書を中心に、文書を一つの固まりとして捉え、その取り扱いを研
究の対象としてきた。

文書をデータの集合体として捉文書をデータの集合体として捉
え、その構成内容を研究の対え、その構成内容を研究の対
象としてきた。象としてきた。

1.旧グループの活動内容

----------------------

1.1 旧「文書の電子化研究G」の活動内容(比留間)

---------------------------------------------

    (資料-3を参照のこと)

a.これまでの活動内容

--------------------

  下記の3項目を中心にした調査研究活動を行ってきた。

    ・文書の電子化ノウハウの整理

    ・電子文書のマネージメント

    ・文書の蓄積方法の調査と研究

  具体的には、官民間の文書や民民間の文書の現状調査を通じ

て、文書の現状

分析と有効な作成ツールの調査を行い、また、文書の作成・通

知・承認・保管

に至る一連の流れ(ワークフロー)の分析も行ってきた。

b.本年度の活動内容予定

----------------------

  ワークフローの分析を進める上で、机上だけの検討では限界

がある。これを

一歩進める目的を持って、今年は「グループウェア」を題材にし

た実証システ

ムの準備を進めてきた。

  当実証システムで予定している研究項目

    ・電子メールでの情報伝達とグループウェアでの情報伝達の

比較

    ・承認行為などを含む運用ノウハウの整理

c.グループウェアを応用した実証システム

1.旧グループの活動内容

----------------------

1.1 旧「文書の電子化研究G」の活動内容(比留間)

---------------------------------------------

    (資料-3を参照のこと)

a.これまでの活動内容

--------------------

  下記の3項目を中心にした調査研究活動を行ってきた。

    ・文書の電子化ノウハウの整理

    ・電子文書のマネージメント

    ・文書の蓄積方法の調査と研究
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 1999 1998 1997 1996

文書の蓄積方法
の調査と研究

ＣＡＬＳ標準の技
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官民、民民の文
書の現状調査
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官民、民民の文
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ＳＧＭＬＳＧＭＬ

グループウエアグループウエア

研究計画

官側書類の分
析及び標準化
への働きかけ

官側書類の分
析及び標準化
への働きかけ

標準技術を用いた
ツールの作成、試
行

標準技術を用いた
ツールの作成、試
行

業務の流れを
考慮した文書
管理の研究

業務の流れを
考慮した文書
管理の研究

文書標準化ガイドライン文書標準化ガイドライン文書標準化ガイドライン



ＳＧＭＬＳＧＭＬ

ＳＧＭＬとは、何か
• 1986年  ISOが規格化した｢情報の記述ルー
ル｣SGML（Standard  Generalized
Markup  Language）
–直訳は、「標準汎用マーク付け言語」

• 1992年 日本で｢文書記述言語ＳＧＭＬ｣とし
て    ＪＩＳ化された

ＨＴＭＬＨＴＭＬ

ＸＭＬＸＭＬ

インターネットでの取り組み



ＳＧＭＬとは、何か

nnワープロでない。ワープロでない。ワープロの目的とはワープロの目的とは
nn文書を印刷することにある文書を印刷することにある

nn SGMLSGMLの目的とはの目的とは
nn文書内容を正確に伝えること文書内容を正確に伝えること
nn文書内容を正確に保存すること文書内容を正確に保存すること
nn不要な体裁には関与しないこと不要な体裁には関与しないこと

紙

<soupuro>
<syou>
<title>SGMLとは</title>
<gaiyou>1989年にISOによって、コンピュータシステム間の文書交換
を容易かつ迅速にするための文書記述に関する標準規格が発行され
た。これがSGML(Standard Generalized Markup Language)である。
日本では1992年にJIS規格化されている。
</gaiyou>

ワープロ

具体的な文書
タグ付きテキスト



文書のSGML化の手順

DTDDTDのの作成作成

文書の構造検討文書の構造検討

文書の標準化文書の標準化 文書の内容が分かる
タグ名の付け方が重要。
将来に亘って利用するの
であればタグ名を汎用的
なタグ名とする。

文書の内容文書の内容が分かるが分かる
タグ名の付け方が重要。タグ名の付け方が重要。
将来に亘って利用するの将来に亘って利用するの
であればタグ名を汎用的であればタグ名を汎用的
なタグ名とする。なタグ名とする。

例えば工事名が分かるように
タグ名を<construction>
とする。

<construction>○○建設工事</construction>

例えば工事名が分かるように例えば工事名が分かるように
タグ名をタグ名を<construction>
とする。とする。

<construction>○○建設工事</construction>



代表的な文書のＳＧＭＬ化

• 建設工事で作成される代表的な文書

–交換文書として工事打合簿

–標準文書として施工計画書

• 現場でも使用できる入力ツールの作成を行っ
た。入力ツールは、一太郎８+SGMLとMs-
Word97を利用して作成した。

• Ms-Word97の施工計画書作成ツールは、フ
リーウエアとして、平成９年度報告書のＣＤ
に使用説明書と共に載せている。



検討結果

•• 工事打合簿については、ＳＧＭＬ文書を介し工事打合簿については、ＳＧＭＬ文書を介し
て一太郎とＷｏｒｄ９７の文書の互換性が確保て一太郎とＷｏｒｄ９７の文書の互換性が確保
された。された。

••一太郎８＋一太郎８＋SGMLSGMLは帳票のような単純な文書構は帳票のような単純な文書構
造であれば簡単に入力フォームを作成できる。造であれば簡単に入力フォームを作成できる。
••WordWord９７９７は、施工計画書などの複雑な文書構造は、施工計画書などの複雑な文書構造
にも対応が可能である。なお、ツールの作成ににも対応が可能である。なお、ツールの作成に
は専門的な知識が必要である。は専門的な知識が必要である。

一太郎 Word９７ＳＧＭＬ文書ＳＧＭＬ文書



文書の蓄積方法の調査と研究文書の蓄積方法の調査と研究

グループウェア
• 協調作業の支援

–グループ内で複数メンバーが協調して
行なう特定作業の支援

• 情報共有・分散
–グループ内、組織内に存在する多様な
情報を共有

–必要メンバーに分配
• ワークフロー管理の支援

–グループ内の業務処理をモデル化
–自動制御



グループウエアの機能グループウエアの機能グループウエアの機能
文書／情報管理文書／情報管理

コミュニケーションコミュニケーション

スケジュール管理スケジュール管理

・来訪者履歴管理
・電話帳（社内・社外）
・標準書・ﾏﾆｭｱﾙ（ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ）

・電子掲示板
・電子メール
・電子会議

・個人・グループスケジュール
・施設予約



レプリケーション

インターネット WG会員

WG会員

WG会員
Group Ware
Server

Group Ware
Server

WWWServer

目的：組織間文書情報の回覧・管理・共有目的：組織間文書情報の回覧・管理・共有

・ﾏﾆｭｱﾙＤＢ
・電子稟議
・承認
・電子会議
・電子掲示板

（グループウェア）

文書WG

文書WG

文書WG

文書WG

文書情報標準化ＷＧにおける試行例文書情報標準化ＷＧにおける試行例文書情報標準化ＷＧにおける試行例



グループウェアによる文書管理
　　　　承認手続きの自動化

作成者作成者

審査者審査者 中間承認者中間承認者
捺印

No
No

No

回覧回覧

複写増刷複写増刷送付受領・回覧
((保存管理保存管理))

受理受理

本局 工事事務所

受領書返送受領書返送
  保管管理保管管理
  受領管理受領管理

捺印

捺印送付

送付

送付

工事請負者

最終承認者最終承認者

（回覧・審査・承認・文書管理）



      前田建設の事例

導入期

電子メール・電子掲示板

ISO文書管理

CALS
商取引ｼｽﾃﾑ

～1993年 94年 95年 96年 97年 98年 99年

グループウェア活用の変遷例

部内
検証

本 社
展開
支 店
展開

作 業 所
展開（DOMINO）

電子稟議

電子会議

顧客情報/営業情報

Notes

適 用

業 務

経 営 支 援

技　術　支　援
その他

・受付来訪
・電子掲示板
・施設予約
・ｽｹｼﾞｭｰﾗｰ
・社内電話帳
・電子ﾏﾆｭｱﾙ

部内業務・帳票を
電子化し、全社展開
の検証

ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ＝

社内風土改革
業　務　改　革
ペーパーレス ＝Notes



文書制改廃の共同・協調作業文書制改廃の共同・協調作業

文書作成文書作成
　共同作業　共同作業
部門間調整部門間調整

制定･改訂･廃止制定･改訂･廃止
審査･承認･確認審査･承認･確認

最新版即時展開最新版即時展開
改　訂　予　告改　訂　予　告

ＩＳＯ文書制改廃への応用
グループウェアによる文書管理：



電子稟議への応用(決裁の流れ)

担当者担当者

起案者起案者

中間決裁者Ａ中間決裁者Ａ中間決裁者Ａ

関係先合議者関係先合議者

最終決裁者最終決裁者
中間決裁者Ｂ中間決裁者Ｂ

中間決裁者Ｃ中間決裁者Ｃ中間決裁者Ｃ

中間決裁者Ｄ中間決裁者Ｄ

一
斉
同
報
：
決
裁
メ
ー
ル

一
斉
同
報
：
決
裁
メ
ー
ル

全員否認

決
裁
期
限
経
過
後

決
裁
期
限
経
過
後

内容確認

否認

否認

承認

中間決裁期限

　３営業日

目標決裁期間　最早５営業日目標決裁期間　最早５営業日目標決裁期間　最早５営業日

要説明要説明
説明を求める
　　電子メール

起案者へ 既
裁
処
理

担当者へ承認メール

担当者へ否認メール

決
裁
合
議
へ

案件作成

グループウェアによる文書管理：



電子稟議の効果（例）電子稟議の効果（例）

　　　決裁時間の短縮決裁時間の短縮
職位別決裁所要日数

0

2

4

6

8

10

12

14

部長 本部長 管掌役員 社長

決
裁
所
要
日
数

一昨年度部門全件ﾍﾟｰﾊﾟｰﾍﾞｰｽ稟議実績
一昨年度本店全部門電子稟議実績（96/10～97/1)

一昨年度部門電子稟議実績(96/7～96/9)

目標決裁日数
　　５営業日



まとめ
成果の活用について

•• 建設ＣＡＬＳ建設ＣＡＬＳ//ECECにに対応したガイドライン対応したガイドライン

–– 文書の標準化の取り組み方法文書の標準化の取り組み方法

–– 文書の電子化を図るための方法文書の電子化を図るための方法

•• 建設工事で利用する文書の標準化建設工事で利用する文書の標準化
–– ＣＡＬＳ標準を目指した文書の内容を定義ＣＡＬＳ標準を目指した文書の内容を定義

–– 文書作成・管理の標準的なシステムの提案文書作成・管理の標準的なシステムの提案

官民双方が納得できる様な取り決めをま官民双方が納得できる様な取り決めをま
とめていきたいとめていきたい


